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　　 「サンタさん、おねがいします！」
　サンタクロースから「12月19日に保育園に行くよ！」とエアメールが

届いた日のこと。窓を全開にして子どもたちが大声で叫んでいました。

Ｔ男（年中児）「サンタさーん ! 僕にゲーム持ってきてね !」
Ａ子（年少児）「私にはアンパンマンの料理セットください！」
Ｓ男（年長児）「Ｔ先生（担任）にも持ってきてねー！！」

　やさしいＳ男くん、先生が大好きなんですね。
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